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１ 背景と目的 

現代は人口減少が進む一方で，住民が多様化した生活を営む場所や方法を選びとる時代

となっている。都市や農山漁村が住む場所として選ばれる時代において，都市と農山漁村

を総体的に捉え，持続可能性を議論することは重要である。こういった時代の流れに符号

するように，まちづくりや村づくりの主体を行政主導から民間主導へと変化させようとす

る動きが顕著である。この動きにより，より多くのステークホルダーが実際のまちづくり

や村づくり活動に参画するようになってきている(原科, 2005)。しかし，近年のコンパク

ト化や一地域における多様なステークホルダーの混在化とその意見集約の動きを鑑みると，

以下のいくつか学術的議論が不足している：1)縮小化・コンパクト化していく際の“手が

引かれる(た)場所”への配慮，2)様々な価値観をもったステークホルダーが合意形成を図

ること自体の困難さ(Susskind et al. 1999)，3)ある一つの決定事項に対する合意ではな

く，未来のまだ修正の余地のある多様な目標や各ステークホルダーの描く将来像への合意。 

本発表では，上記 3)に焦点を絞る。多様なステークホルダーから意見の吸い上げ，複数

存在し，かつ可変的な将来像に対する合意は時間とコストがかかり，収拾がつかなくなる

恐れがある。そこで，多様なステークホルダーから多様な将来像を聴取した上で，それら

を集約・解析し，その相違性・連関性を含めて議論できる形に視覚化する手法論について

ケーススタディの結果を基に議論したい。 

 

２ 手法 

 研究対象地として，都市への集中化と周辺地において過疎化が進み，また共有地となる

自然環境の合意形成が含まれる，東京湾とその沿岸部を取り上げる。2017 年 7 月 11 日か
ら 14 日にかけて実施された，オンライン質問紙調査の結果をデータとした。調査協力者は
東京湾に接する東京都，神奈川県および千葉県に居住する 20 から 69 歳であり，実際の人
口比率を基に層化抽出法を用いて選ばれた 1,034 人から回答を得た(有効回答数 :980)。調査
項目については、須賀と大井 (1995)を参考に，自由連想記述法を採用し，東京湾の将来像に
ついて，”望むこと”および”望まないこと”の 2 点を尋ねた。データは R ver. 3.6.1 を用い，
多因子分析(Abdi et al., 2013)とネットワーク分析にかけそれぞれの視覚化を行った。 
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３ 結果 

（１）将来像の連関性についての結果 

 図 1 は将来像についての自由記述に出現する単語の共起度を基に共起ネットワークを作
成したものである。これにより記述の中から大きなトピック(図中同じ色のノードで示され
ている単語群)を確認できた。また図 2 は望まれる将来像について，得られたトピックをネ
ットワーク構造においてその連関性を示したものである。これを見ると，「魚のための綺麗

な海」や「次世代のための安全な環境」がハブとなりながらも，「歴史的なレジャーの維持」

や「高い漁業生産性」も中心ではないが望まれていることが分かった。  

   
 

 
（２）将来像の相違性についての結果 

 図 3は各調査協力者の記述内における各トピ
ックに対する言及の度合いを多因子分析にか

けた結果である。図中，望まない・望まれる将

来像はそれぞれ左・右半分にベクトルとして示

されており，1 以上 90 未満の角度において相違
性を意味し，180 度で反対の関係性を示す。ま
た 90 度で無相関の関係性となる。まとめると
「低い生産性」と「魚のための綺麗な海」、「外部要因による環境悪化」と「豊かな自然」

が反対の位置関係を示し，また「低い生産性」に近いところで「水質汚染」が示された。 

 

４ 考察 

本研究では，望む・望まないが常に反対ではないことが指摘される結果となった。また，

自由記述から多様な人が描く将来像を集約し，その連関性と相違性を示すことで，多様な

将来像に対する合意形成に資する俯瞰的な視覚化手法として，一定の成果を得た。  
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図 3 将来像のベクトルとしての可視化  
Fig.3 Visualization of Future Vision as Vectors  

図 2 将来像の連関性を示すネットワーク図  
Fig.2 Network Visualization of Future Vision  

図 1 望ましい将来像 (左 )と望まない将来像 (右 )の共起ネットワーク  
Fig.1 Co-occurrence Network of “Desired” and “Not Desired” Future 
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